
（県南地方振興局） （　単位：千円　）

1

一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

観
光
振
興

Decoraしらかわ2014
Decoraしらかわ実行
委員会

ソフト 8,202 5,000

　デスティネーションキャンペーンに向け、白河を新しいイメージで「飾り
付ける」ことを目的に、「しらかわイメージ改革プロジェクト」を立ち上げ、
プレデスティネーションキャンペーンに合わせたイベント、高校生の発
想を取り入れた商店街の飾り付け、プロジェクトの集大成としてのイベン
ト実施等により、若者に支持されるまちなかの形成を目指した。

○Decoraしらかわモデル店舗（県南地方の高校生が飾り付け）
○プレDecoraしらかわ
○Decoraしらかわ（11月、白河駅白坂線・市民会館駐車場・谷津田川
せせらぎ通り）
　・洗練された食の提供
　　・ステージイベント
　・地元の商店による物販
　・ラーメン・そば・白河バーガー等の提供による地元の食のPR
○谷津田川ライトアップ、竹灯籠の設置（11月）

H26.6.13～H27.3.6 白河市

2

一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

観
光
振
興

しらかわマルシェ
公益財団法人白河
観光物産協会

ソフト 1,374 884

　白河駅前で「しらかわマルシェ」を開催し、プレデスティネーションキャ
ンペーン期間を含めた白河駅前の賑わいづくりを図った。白河市はもと
より西白河郡、東白川郡で採れた低農薬野菜や有機野菜、果物、地場
産品等を販売し、生産者と地域住民、観光客の交流の場とするととも
に、地元産品の再発見、地産地消の推進、県南地方のご当地キャラに
よるPR等を行った。

○開催期日　　平成26年5月～10月までの毎月1回（計6回）
○開催場所　　白河駅前イベント広場、コンピエーニュ広場等
○販売品目　　青果物・加工品・苗木・切り花・手芸品・古着・特産品・
飲食等

H26.5.19～
H27.1.19

白河市

3

一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

観
光
振
興

しらかわ伝統芸能フェスティバ
ル

白河まつり振興会 ソフト 7,585 2,500

　地域に根ざした伝統芸能の継承と避難者支援をテーマに、白河の伝
統芸能である白河関の踊り流しや安珍念仏踊り等を継承し地域の絆を
深め賑わい創出を図るとともに、相双地方の伝統芸能である「相馬盆踊
り」を県南地域内外の避難者に踊っていただくことで、ふるさとを思い出
してもらい、県南地方の方々との交流の場を提供した。

○開催期日　　平成26年8月3日（日）
○開催場所　　白河駅前イベント広場、白河駅前ロータリー、白河羽
鳥線
○内　　　容　　伝統芸能の競演
　　　　　　　　　・白河関の踊り流し、安珍念仏踊り等
　　　　　　　　　・相馬盆踊り（避難者との交流）
　　　　　　　　　・阿波踊り、よさこい
　　　　　　　　　・ミス・ミスターゆかたコンテスト

H26.5.1～
H26.11.14

白河市 復興関連事業

実施場所
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一
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枠
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そ
の
他

）

新
規

観
光
振
興

「やぶきじくん」ゆるキャラ製作
事業

矢吹町商業振興公
社

ソフト 2,513 1,674

　デスティネーションキャンペーンに向け、矢吹町のご当地キャラ」「や
ぶきじくん」の着ぐるみを作成して、県内外での矢吹町の観光や産品等
PRに活用するとともに、新たな特産品づくりの取り組みとして「やぶきじ
くん焼き」の具材のアイディアを募集し商品化して、地域ににぎわいを
創出し、矢吹町を全国にPRした。

○やぶきじくん着ぐるみ作成
○グッズ作成・観光PR

H26.4.2～H27.3.31 矢吹町 復興関連事業

5

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

教
育
・
文
化

愛と夢を届けるクラシックコン
サートPartⅡ

公益財団法人立教
志塾

ソフト 1,810 1,000

　地元の中高生や社会人からなるアマチュアオーケストラとプロの音楽
家の合同によるチャリティーコンサートを実施するとともに、事前に行う
合同練習に中高生のブラスバンド部員を招待してプロの演奏に触れて
もらうなどして、さらに白河地域の文化水準を高めた。
　コンサートには被災者も招待し、安らぎの時間を過ごしていただいた。
　平成26年度はチェリスト、ハーピストに加えて、ピアニスト、バイオリニ
ストを招き、地元の人々の音楽に関する教養の幅をさらに広げた。

○地元楽団とプロ音楽家の合同練習（8月）
○コンサート（8月）
　・会場　白河市民会館

H26.7.1～H27.2.28 白河市 復興関連事業

6

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

そ
の
他

白河市ご当地キャラ（“しらかわ
ん”）継続事業

公益社団法人白河
青年会議所

ソフト 541 360

　各地で行われるイベントに参加することで、「しらかわん」の知名度アッ
プを図り、観光資源として白河市の歴史や特産品などへの経済効果に
つなげた。
　平成26年度はデスティネーションキャンペーンに向け、等身大パネル
を作成・設置（新白河駅、白河駅、市役所等）し、「いつでも会えるしら
かわん」としてPRするとともに、SNS等を活用したイベント告知等により更
なる誘客を図った。

○等身大パネルの作成・設置
○県内外のイベントへの参加
○グッズやSNS等を活用したPR活動の実施

H26.4.7～
H26.12.14

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）
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7

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

そ
の
他

「小さな種、蒔いて大きな夢」
（消費者と伴に風評被害払拭活
動）

白河農協青壮年連
盟

ソフト 2,237 1,296

　風評被害払拭のため、農業者青年部と白河商工会議所青年部が協
力した農商工連携体制で、首都圏等の人々を対象に白河で田植えか
ら酒造りまで（発表を入れて6回）を体験する事業を実施し、首都圏の消
費者と地元参加者が交流することにより、白河地方の安全、安心をＰＲ
した。
　平成26年度は米の作付け面積を拡大するとともに、新たにジャガイモ
植え体験を行った。ジャガイモ栽培体験は白河市の友好都市である戸
田市の子どもたちにも体験してもらうとともに、戸田市のイベントへの参
加等を通じ交流を深めた。またプレDCにあわせて農業体験の際に白
河周辺観光ツアーを実施した。

○ジャガイモ植え～堀り体験（西郷村）
○農業体験とあわせて観光PRの実施
○田植え～酒造り体験

H26.4.21～
H27.3.31

白河市 復興関連事業

8

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

そ
の
他

震災関連映画の上映による映
像文化事業

白河ｼﾈﾏﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ運
営委員会

ソフト 1,383 830

　震災後３年が経過し、日々風化する震災の記憶を忘れないようにする
ため、一般の劇場ではあまり観ることのできない震災関連をテーマとし
た様々な映画作品を定期的に上映して、人々が、震災を経験した感情
を共有し地域の絆の大切さを再認識した。
　平成26年度は避難者の方々と上映する映画関係者、地元の方々との
意見交換・交流会を実施した。また、デスティネーションキャンペーンの
盛り上げにつながるよう、上映する映画関係者に県南地域や福島県の
パンフレットを進呈するなどして、地域の魅力を知ってもらうとともに、上
映会などに招待した際は観光名所を案内するなど、周囲の様々な人に
県南地域の魅力を伝えた。
　
○会場
　・白河市文化センター
　・白河市東文化センター
○上映回数
　各会場4回（5月/10月/11月/2月　の各2日間）

H26.4.1～H27.2.18 白河市 復興関連事業

9

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

そ
の
他

来て・見て・食べて・そして知ろ
う、ふくしま・・・！

一般社団法人
あんだんて

ソフト 6,454 4,063

　デスティネーションキャンペーンに向け、首都圏の方々を対象に、四
季折々の農作物の安心・安全を理解してもらうなどして、風評払拭をは
かるとともに、地元住民や避難者との意見交換を通じて“福島応援団”と
なっていただいた。
　平成26年度は新たに白河関の森公園で花いっぱい記念植樹を実施
し、デスティネーションキャンペーンに向けたおもてなし体制の強化を
図った。
○髙橋恒雄先生（元天皇の料理人）を講師とした収穫～調理まで体験
する料理教室（プレデスティネーションキャンペーン期間には、ミニ観
光ツアーも行う）
○白河関の森公園の空きスペースを活用した花いっぱい記念植樹の
実施
○しらかわに避難している方々を招いた意見交換・交流
○教室実施後にアンケート等を行って印刷物にまとめ、首都圏（まち
の駅等）に配置

H26.4.1～H27.2.28 西郷村 復興関連事業



（県南地方振興局） （　単位：千円　）
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10

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

観
光
振
興

ふくしまにおいでよ！写真プロ
ジェクト

ＮＰＯ法人　表郷ボ
ランティアネットワー
ク

ソフト 3,102 2,060

　レンズを通した“ふくしまの今”を撮影し、カタクリや白棚線沿線風景な
ど、地域の良さを再発見し広くＰＲするとともに、震災後も変わらぬ美し
い農村風景があると知ってもらうことで、風評払拭を図った。
　平成26年度は、白河の中心市街地のイベント、大信地域等までエリア
を広げて撮影してもらうほか、「笑顔プロジェクト」としてプロの写真家が
地元の方々の「家族」「仲間」の写真を撮りPRすることで、“「笑顔」のマ
チ”づくりに取り組む。またプレDC期間に合わせて「天狗の花まつり」を
実施し、東北一のカタクリ自生地としてPRした。

○天狗の花まつりの開催（4月）
○首都圏の方を対象にした写真撮影モニターツアーの実施（4～11
月、計4回）
○モニターツアー参加者が地域の良さを伝える動画等を作成しイン
ターネットにより配信
○案山子コンクールの開催（10月）
○笑顔プロジェクトの実施

H26.4.10～
H27.3.15

白河市 復興関連事業

11

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
3

観
光
振
興

白河関通行手形みちのくプロ
ジェクト

ライダーズピット白河
関

ソフト 2,316 1,530

　震災後、観光客が激減する中、「ライダー」来県者は減少していないこ
とから、「ライダー」をターゲットに誘客拡大をめざし、みちのくの玄関口
である白河の関を「ライダーズピット（ライダーのツーリング基地）」として
整備し、通行手形発行等の誘導策を展開した。
　平成26年度は、屋根つき駐輪場を設置しライダーの受け入れ体制を
整備するほか、プレデスティネーションキャンペーン期間に合わせて
「だるまの絵付け体験」など女性の視点を取り入れたレディスライダーイ
ベントを実施し、しらかわの魅力を広く伝えた。

○屋根付き駐輪場の設置（白河関の森公園駐車場内）
○レディースライダーイベントの実施（6月）
○奥の細道通行手形発行

H26.4.1～H27.2.28 白河市

12

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
3

教
育
・
文
化

つなごう・ふるさと中島・絆・交流
会

ふるさと中島・川原
田を想う会

ソフト 918 600

　震災で元気をなくした地域に活力を与え、地域コミュニティを深化する
ため、途絶えてしまった地域の伝統行事を復活させるとともに、避難住
民と地域住民の交流を通じて「ふるさとのありがたみ」を再発見する事業
に取り組んだ。
　平成26年度は、さらに参加者を増やし、地域の絆を強めた。

○花いっぱい運動の実施
○伝統行事「熊野講」の再興
○伝統行事「やぐら太鼓（復興・豊年盆踊り大会）」開催（避難者招待）

H26.5.1～H26.8.31 中島村 復興関連事業



（県南地方振興局） （　単位：千円　）
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13

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
3

教
育
・
文
化

いきいき子供広場事業
マイタウン白河運営
促進協議会

ソフト 2,846 1,886

  夏休みの期間にマイタウンで白河市を中心とした近隣町村の子ども達
（小学３年生以下）とその家族を対象に、室内においておもいきり遊べる
場所を提供し、マイタウンの利活用・市街地活性化を図る。また、体験
企画として白河だるまの絵付け教室や白河窯での陶芸教室を実施し
た。
　平成26年度は、デスティネーションキャンペーンに向けて子どもたち
の体験教室の一環として地元食材を使った白河スイーツ開発にも取り
組むほか、親子での体験イベントを増やして親子の絆を深めた。

○室内における子どもの遊び場の提供
○親子体験教室の実施（手作りキャンドル、クラフト、アレンジフラワー
等）
○白河スイーツ開発

H26.5.7～H27.3.18 白河市 復興関連事業

14

一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

観
光
振
興

冒険ひろばin棚倉

特定非営利活動法
人元気づくりサポー
トセンターなんなん
福島

ソフト 1,277 850

　棚倉町には震災前、首都圏の小中学生が各種体験教室で多数訪れ
ていたが、震災後は風評により激減している状況にある。
　震災から3年経過した今、まず比較的近距離にある都市の郡山市、水
戸市をはじめ、県内外の小中学生の体験教室を増加させながら、首都
圏からの誘客回復を図るため、ＪＲ水郡線を活用した歴史街歩き、及び
乗馬・テニス体験のイベントを行った。
　水郡線を利用して棚倉駅に集合し、棚倉歴史マイスターの案内のも
と、城下町の町並み、亀ヶ城跡等を歩きながら、酒蔵見学・伝統スイー
ツ試食等を通して、棚倉町の歴史と伝統、温かな人柄に触れるととも
に、棚倉町の体験交流施設においてインストラクターの指導のもと乗
馬・テニス体験を行うことで、プレデスティネーションキャンペーンとの連
携を図りながら、ＪＲ水郡線の利用促進、棚倉町の観光振興、そして首
都圏からの小中学生の体験教室の実施数回復につなげた。

○交通手段　ＪＲ水郡線（参加者に棚倉駅までの乗車券を配布、棚倉
駅からはシャトルバス）
○参  加  料　1人500円（保険料含む）
○体験内容　歴史街歩き、乗馬、テニス
○会　　　場　棚倉町市街地及びルネサンス棚倉

H26.6.22～
H27.3.19

棚倉町 復興関連事業



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

実施場所
（市町村及び場所）

備考

平成２６年度地域づくり総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書

番
号

区
分

新
規
・
継
続

分
野

事     業     名
事   業   主   体

（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)
事業費

補助金
決定額

事    業    概    要 実施時期

15

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
3

教
育
・
文
化

～自転車で新しい風を～　「さぁ
いこう！！白河　Project」

白河商工会議所青
年部

ソフト 4,029 2,640

　自転車を白河の特色として観光に活用し、全国の人を呼び込み、風
評払拭と中心市街地の活性化を図る。また、前年度までの実績を踏ま
えて、青少年自転車競技者育成チームを発足させ、早い段階から自転
車に慣れ親しむことのできる環境づくりに取り組んだ。

１　cycle road race 「城 d'　白河　2014」
（１）日時　平成２６年１０月２６日（日）　９：００～１４：００
（２）場所　白河駅前道路（白河羽鳥レイクライン）、及び、ＪＲ白河駅前イ
ベント広場

２　自転車競技の魅力発見イベント「風を感じよう！」
　スポーツ少年団（青少年自転車競技者育成チーム）を発足させるため
の足がかりとして、また、「城 d' 白河 2014」のＰＲのためにイベントを開
催した。自転車競技に慣れ親しんでもらうために、競輪選手や高校生
の練習風景を見てもらうほかに、各自持ち込んだ自転車で、実際にバ
ンクを走行してもらった。
（１）日時　平成２６年７月２６日（土）
（２）場所　泉崎国際サイクルスタジアム

H26.6.25～H27.1.31 白河市
復興関連事業
交付金

16

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
3

教
育
・
文
化

しらかわからふくしまの未来創
造
Shirakawa Week

Shirakawa Week
実行委員会

ソフト 1,774 1,166

　県南地方出身の大学生等が地域の高校生と協働して、地域資源の
発掘や地域情報発信のためのワークショップ等に取り組み、大学生活
等で学んだ知見を地域に還元して、新しい地域活性化モデルの提案
につなげた。

○大学生等と地域の高校生による、地域情報発信のためのワーク
ショップ
○地域でのフィールドワーク及び社会人へのインタビュー
○地域の魅力を発見するための撮影会（地元写真サークルとの協働）
○フリーペーパー・小冊子づくりワークショップ
○白棚線沿線の歴史文化探索ツアー
○情報発信に関するシンポジウム
○ご当地キャラこども夢フェスタ会場における取り組み内容のＰＲ

H26.7.17～H27.3.30 白河市 復興関連事業

17

一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

観
光
振
興

「ゴルフタウンしらかわ」推進プ
ロジェクト

ゴルフタウンしらかわ
推進協議会

ソフト 4,800 3,200

　ふくしまデスティネーションキャンペーンに向け、新白河駅から1時間
圏内にある16カ所のゴルフ場が連携して、ゴルフ場利用者に県南地方
の観光スポットを案内することにより観光入込数や滞在時間の増加につ
なげた。
　また、県南地方の子どもたちを対象としたゴルフ体験会及びスナッグ
ゴルフ（ゴルフの基礎を学ぶ簡易版ゴルフゲーム）の体験会を行い、小
さい頃からゴルフに親しむことでゴルフ愛好者の裾野を広げ、ゴルフを
通じた地域活性化と交流人口拡大に取り組む「ゴルフタウンしらかわ」を
地域ぐるみで作り上げた。

○ゴルフ場従業員を対象とした「おもてなし・観光ＰＲ講習会」の開催
○各16ゴルフ場へ「しらかわ観光ＰＲコーナー」設置
○県南地方の子どもたちを対象としたゴルフ体験会
○スナッグゴルフ体験会

H26.7.24～H27.3.20 白河市 復興関連事業



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

実施場所
（市町村及び場所）

備考

平成２６年度地域づくり総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書

番
号

区
分

新
規
・
継
続

分
野

事     業     名
事   業   主   体

（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)
事業費

補助金
決定額

事    業    概    要 実施時期

18

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

そ
の
他

買い物が自由にできない高齢
者や仮設住宅への移動販売と
地域交流事業

社会福祉法人こころ
ん

ソフト 1,285 800

　高齢者が住む団地や、避難している方が住む仮設住宅等、買い物に
不自由している方々が多い地域において、直売所「こころや」で販売し
ている新鮮野菜、障害者福祉施設で製造した加工品等の移動販売を
行った。
　また、移動販売や直売所の利用者、野菜の生産農家を対象として、
地域の在来作物を題材とした映画の上映等を行う交流会を開催し、消
費者と生産者の結びつきを強めるとともに、地域の食文化を地域ぐるみ
で考えるきっかけとした。

○地元で生産した野菜や加工品等の移動販売（配達は自立を目指す
障害者が担当）
○利用者と生産農家、地域住民の交流会

H26.7.25～H27.3.13 泉崎村 復興関連事業

19

一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

環
境
・
景
観

景観グランプリメモリアルディ事
業

景観グランプリメモリ
アルディ事業実行委
員会

ソフト 1,267 844

　小峰城やJR白河駅等の歴史資源を生かした賑わいづくりの取り組み
に対して、白河市が「都市景観大賞（都市空間部門）」の優秀賞を受賞
し、あわせて（株）楽市白河が「まちづくり功労者」として国土交通大臣
表彰を受けたことを記念して、優れた景観の価値を市民に改めて認識
してもらうとともに、JR白河駅周辺の夜間のライトアップ及びイルミネー
ションを試行し、デスティネーションキャンペーンに向け、夜間を含めた
景観の魅力を県内外に情報発信した。

○消防はしご車からの都市景観撮影会
○ムービングライト等を使用したＪＲ白河駅舎のライトアップ及び周辺の
イルミネーション
○ＪＲ白河駅前エリア内飲食店からの夜景観賞無料体験
○小峰城及び周辺地区の景観をPRする小冊子及び絵はがきの作成・
PR

H26.7.25～H27.3.20 白河市

20

一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
2

教
育
・
文
化

東京六大学応援団連盟「白河
復興応援プロジェクト」

東京六大学応援団
連盟「白河復興応援
プロジェクト」実行委
員会

ソフト 3,543 2,000

　被災地復興のお手伝いをしたいとの熱い思いを持つ東京六大学応援
団連盟の学生の方々に、県南地方の復興や風評払拭のため、応援団・
チアリーディングの実演、吹奏楽部の演奏を行ってもらうとともに、放射
性物質検査の現場や直売所の見学、地元農産物の試食等による農産
物の安全性を理解してもらうこと等により、若い力を借りて「元気」と「安
全･安心」を県内外に情報発信した。

○応援団・チアリーディングの実演、吹奏楽部の演奏
○大学生と地元高校生の交流（応援指導、進路指導、大学の説明、
質疑応答）
○学生による放射性物質検査の現場や直売所の見学
○学生による地元農産物の試食

H26.8.1～H27.2.28 白河市
復興関連事業
交付金



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

実施場所
（市町村及び場所）

備考

平成２６年度地域づくり総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書

番
号

区
分

新
規
・
継
続
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（市町村）
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事    業    概    要 実施時期
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一
般
枠

（
そ
の
他

）

継
続
3

教
育
・
文
化

地震・原発災害復興支援「ふる
さと元気化事業」

地震・原発災害復興
支援「ふるさと元気
化事業」実行委員会

ソフト 6,889 2,489

　文化活動を通してふるさとを元気にするため、避難者と地域住民とが
交流し、絆を深め、精神の復興を図る。平成２６年度は、前年までの実
績を踏まえ、芸術文化活動、産業の育成、自然環境の保全、青少年の
健全育成事業等を実施した。

１　子供達の音楽教育元気化事業、及び、東京シティ・フィルハーモ
ニック管弦楽団矢吹町公演
　小・中・高校生を対象に、プロの音楽家による楽器奏法について講習
会を実施する。また、仮設住宅等に居住する地震・原発避難住民にも
参加してもらった。
　さらに、被災した人々の「気持ち（こころ）の復興」のため、小・中学生と
避難者を招待し、フルオーケストラによるコンサートを実施した。
（１）講習会（平成２６年７月～９月）
（２）オーケストラコンサート（平成２６年１２月）

２　芸術文化活動による交流事業
（１）陶芸ワークショップ野焼き体験（平成２６年８月～１１月）
（２）矢吹町復興祭への参加、及び、陶芸絵付け体験（平成２６年９月）
（３）地元産農産物（そば）と芸術を楽しむ会（平成２６年１０月～１１月）

３　平成２６年度の新事業
　企画展出品者による昆虫ワークショップと展示ホールを使用したコン
サートを開催した。また、陶芸体験で作陶した抹茶碗を利用したお茶会
を開催した。
（１）子供のための昆虫教室、及び、ギャラリーミニコンサート（平成２６年
１０月）
（２）新春茶会（平成２７年１月～２月）

H26.7.16～H27.3.16 矢吹町
復興関連事業



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

実施場所
（市町村及び場所）

備考

平成２６年度地域づくり総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書

番
号

区
分

新
規
・
継
続
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一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

交
流
・
定
住

首都圏との交流による「ひがし」
の風評払拭事業

ひがし商工会 ソフト 515 343

　白河市東地区出身の首都圏居住者でつくる「白河ひがし同郷会」（事
務局：ひがし商工会）のネットワークを活用し、より多くの首都圏の方々
に白河市東地区の農産物や特産品の魅力と安全・安心等を伝えるとと
もに、販路拡大へ向けた取り組みを行うことで、福島県産品の風評払拭
を図った。

○東京都内で開催される「白河ひがし同郷会交流会」を活用した白河
市東地区の特産品ＰＲ
○「白河ひがし同郷会」への入会者、及び、紹介者へ抽選で白河市東
地区の特産品をプレゼントする「ご紹介キャンペーン」の実施
○白河市東地区の農産物や特産品を掲載したギフトカタログの作成と
「白河ひがし同郷会」関係者等への配布、及び、ネットワークを活用し
た口コミ等によるＰＲ

H26.10.20～H27.2.15 白河市
復興関連事業
交付金

23

一
般
枠

（
そ
の
他

）

新
規

観
光
振
興

ご当地キャラを利用した白河市
PRビデオ作成とロケ地ツアー観
光創出事業

ローカルハリウッドプ
ロジェクト

ソフト 728 480

　平成２７年４月から６月に開催されるふくしまデスティネーションキャン
ペーンに向けて、白河市中心市街地への観光誘客と中心市街地活性
化を目的に、観光プロモーションビデオの制作を行った。白河市中心
市街地の新たなイメージをＰＲするため、白河市のご当地キャラを利用
して、空撮を中心とした中心市街地の観光プロモーションビデオを制作
し、全世界の特に若者世代を対象にＰＲを行うためにインターネットへ
動画を公開した。また、白河市中心市街地の隠れた魅力を知ってもらう
ために、観光プロモーションビデオのロケ地巡りツアーを行った。

○白河市中心市街地を対象としたＰＲ動画の作成
○ＰＲ動画のインターネット（Youtube）への公開
○白河市中心市街地を上空から撮影した街歩きマップの作成
○空撮街歩きマップの配布によるＰＲ動画の周知及び空撮街歩きマッ
プを用いたロケ地巡りツアーの実施

H27.1.26～H27.3.31 白河市

計 67,388 38,495


